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の
き
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ん
隊
本
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練
成
会

４
年
ぶ
り
に
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
の
開
催
と

な
り
、
本
部
練
成
会
も
三
泊
四
日
と
な
っ
た
今
年
、
７

月
26
日
～
29
日
に
隊
員
男
子
７
名
・
女
子
９
名
・
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
男
子
２
名
・
女
子
２
名
、
合
計
20
名
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

連
日
、
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
る
酷
暑
の
中
、

体
調
を
崩
す
隊
員
も
い
ま
し
た
が
お
陰
に
よ
り
大
事
に

至
ら
ず
「
チ
ー
ム
愛
媛
」
と
し
て
期
間
中
、
一
手
一
つ

に
勇
ん
で
つ
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。
隊
員
に
と
っ
て
は
、

楽
し
く
て
短
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
期
間
が

ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
の
で
は
思
い
ま
し
た
。

隊
員
の
募
集
等
、
お
力
添
え
を
頂
い
た
育
成
会
員
の

先
生
方
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

少
年
会
団
長

武
内
末
博
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少年ひのきしん隊本部練成会参加人数
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松山南 １ １ ２
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村
上

廉
（
宇
摩
支
部
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

今
ま
で
の
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
と
は
違
う

と
こ
ろ
が
、
沢
山
あ
り
戸
惑
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
事
、
結
構
に
、
本

期
間
、
身
上
者
も
な
く
お
連
れ
通
り
い
た
だ

け
た
こ
と
が
、
何
よ
り
有
難
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
頼
り
に
な
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
メ
ン

バ
ー
の
お
か
げ
で
、
班
内
の
ム
ー
ド
も
良
く
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
た
の
が
、

自
分
一
人
だ
っ
た
ら
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

も
う
一
点
、
海
外
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
の

隊
員
と
の
交
流
は
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
こ

と
で
す
ご
く
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
隊
員

た
ち
も
大
変
喜
ん
で
い
た
の
で
、
ま
た
や
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

村
上
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た
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も
大
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喜
ん
で
い
た
の
で
、
ま
た
や
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

武
田

一
（
喜
多
支
部
・
中
学
三
年
）

最
初
は
他
の
県
の
人
と
仲
良
く
で
き
な
く

て
、
緊
張
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
お
茶
ひ
の

き
し
ん
で
は
、
一
日
目
は
あ
ま
り
声
が
出
な

か
っ
た
と
思
う
け
ど
、
二
日
目
で
は
大
き
い

声
で
「
お
茶
ど
う
ぞ
」
と
言
え
、
台
湾
の
人

と
も
少
し
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
三
日
目
の

お
楽
し
み
行
事
で
は
、
海
外
の
ダ
ン
ス
を
見

た
り
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
た
り
、
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
楽
し
い
夜
に
な
り
ま
し
た
。

外
国
の
人
と
名
刺
？
を
交
換
し
て
、
日
本

の
シ
ー
ル
を
あ
げ
た
り
す
る
の
が
楽
し
く
て
、

か
わ
い
い
子
を
見
て
、
キ
ャ
ッ
キ
ャ
し
た
り

し
ま
し
た
。

三
年
生
で
来
年
は
な
い
け
ど
、
そ
の
う
ち

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
で
す
。
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）

今
回
の
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
を
体
験
し
て

出
来
た
思
い
出
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
愛
媛
教
区
の
人
と
友
達
に
な

れ
た
こ
と
で
す
。
自
分
で
努
力
し
て
名
前
を

覚
え
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
他
の
教
区
の
人
と
仲
良
く
な

れ
た
こ
と
で
す
。
自
分
か
ら
話
し
か
け
た
り
、

お
楽
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行
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ど
で
話
し
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、
沢
山
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達
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ま
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。
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目
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の
人
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仲
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。
自
分
か
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話
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友
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た
。



教
区
布
教
部
で
は
、
６
月
28
日
、

今
治
支
部
に
て
移
動
布
教
実
修
会

を
開
催
、
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
実
修
会
は
年
に
１
～
２
回
、

教
区
布
教
部
員
や
布
教
の
家
寮
生

が
管
内
の
支
部
へ
移
動
し
、
支
部

の
方
々
と
共
に
に
を
い
が
け
を
行

い
、
支
部
の
布
教
活
動
を
後
押
し

す
る
も
の
で
、
立
教
183

年
の
越
智

支
部
に
始
ま
り
、
西
宇
和
、
道
前
、

喜
多
の
各
支
部
で
活
動
し
て
き
ま

し
た
。

今
回
は
愛
木
分
教
会
に
集
合
し
、

２
班
に
分
か
れ
て
今
治
市
内
の
計

５
ヶ
所
で
路
傍
講
演
、
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
ま
し
た
。
年
祭
活
動
一
年

目
、
教
祖
の
教
え
を
伝
え
ず
に
は

お
れ
な
い
熱
い
お
た
す
け
心
で
、

マ
イ
ク
を
片
手
に
神
芝
居
を
活
用

し
た
り
原
稿
な
し
で
話
す
な
ど
、

心
配
さ
れ
た
雨
も
降
ら
ず
勇
ん
だ

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
治
支
部
の
皆
様
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

布
教
部
長

二
宮
道
一

昨
年
は
日
帰
り
で
し
た
が
、
今

年
は
四
年
ぶ
り
に
「
こ
ど
も
お
ぢ

ば
が
え
り
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
教
区
団
も
７
月
16
・
17

日
と
従
来
通
り
一
泊
二
日
で
、
教

務
支
庁
を
会
場
に
、
少
年
ひ
の
き

し
ん
隊
本
部
練
成
会
の
事
前
研
修

会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
隊
服
合
わ
せ
を
し
、
着

替
え
た
隊
員
は
神
殿
に
集
合
。
参

拝
、
お
つ
と
め
、
団
長
挨
拶
後
、

ゲ
ー
ム
で
緊
張
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら

心
を
一
つ
に
し
て
、
お
つ
と
め
練

習
や
規
律
訓
練
、
行
進
練
習
、
点

呼
要
領
等
、
ま
た
入
隊
に
際
し
て

の
注
意
事
項
を
伝
え
、
隊
員
と
し

て
の
心
構
え
を
習
得
し
て
も
ら
い
、

本
番
に
向
け
気
運
を
高
め
ま
し
た
。

松
山
東
支
部
の
婦
人
会
の
皆
様
、

美
味
し
い
食
事
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
な
お
参
加
者
は
、

隊
員
15
名
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
４
名
、

ス
タ
ッ
フ
６
名
で
し
た
。

少
年
会
団
長

武
内
末
博
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布
教
実
修
会

開
催

布
教
実
修
会

開
催

布

教

部

布

教

部



愛 媛 教 区 報愛 媛 教 区 報 第487号 (4)第487号 (4)立教186年９月１日立教186年９月１日

宇
和
島
支
部
地
方
委
員

清
満
分
教
会
長

宇
和
島
支
部
地
方
委
員

清
満
分
教
会
長

佐
々
木

茂

佐
々
木

茂

「
継
続
は
力
な
り
」

何
年
か
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
柔
道
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
篠
原
信
一
氏
が
我
が
教
会
に

寄
っ
て
頂
い
た
時
の
話
で
す
。
子
供
達
に
「
継
続

は
力
な
り
」
と
い
う
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
人
と
同
じ
練
習
量
で
は
な
く
、
そ

れ
以
上
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
練
習
量
の
差
が
力
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
の

だ
と
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
、
清
満
分
教
会
所
属
の
天
理
高
校
柔
道
部
の

子
供
が
四
人
い
ま
す
。
こ
の
十
年
間
に
教
会
所
属

の
柔
道
部
員
が
十
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
彼
ら
の
好
き
な
言
葉
は

「
努
力
無
敵
」
で
す
。
努
力
に
勝
る
も
の
は
無
い

と
言
う
。
天
理
高
校
の
日
本
一
の
練
習
の
積
み
重

ね
が
彼
ら
の
自
信
で
も
あ
り
、
勇
気
づ
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
教

会
よ
り
三
人
の
子
供
達
が
出
場
し
ま
す
。
北
の
大

地
で
輝
い
て
く
れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

私
も
彼
ら
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
以
前

の
活
動
よ
り
、
よ
り
一
層
勇
ん
で
年
祭
活
動
を
歩

む
決
心
で
お
り
ま
す
。
こ
の
た
す
け
の
旬
、
昨
年

よ
り
も
お
た
す
け
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
方
が
増
え

ま
し
た
。
肺
癌
の
お
た
す
け
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
Ａ
さ
ん
、
夫
婦
で
月
次
祭
参
拝
を
さ
れ
て
一
年
、

「
肺
癌
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

脳
幹
に
腫
瘍
の
あ
る
Ｂ
さ
ん
、
医
師
よ
り
余
命

半
年
と
宣
告
さ
れ
、
天
理
の
教
え
を
知
り
、
毎
月
、

月
次
祭
に
通
い
、
一
年
以
上
長
く
生
か
せ
て
頂
き
、

そ
の
間
生
か
せ
て
頂
い
て
い
る
喜
び
を
学
ん
で
下

さ
い
ま
し
た
。

膀
胱
に
腫
瘍
が
あ
る
Ｃ
君
、
医
師
よ
り
膀
胱
、

前
立
腺
の
摘
出
。
動
脈
、
静
脈
に
癒
着
し
て
い
る

な
ら
両
足
切
断
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

ご
本
部
へ
の
お
願
い
、
そ
し
て
、
懸
命
の
お
願
い

づ
と
め
に
よ
っ
て
何
一
つ
取
る
こ
と
な
く
無
事
に

手
術
を
終
え
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
、
嬉

し
く
、
も
っ
た
い
な
い
限
り
で
す
。

お
や
さ
ま
年
祭
に
向
け
て
一
人
で
も
多
く
の
方

に
た
す
か
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
誠
心
誠
意
込
め

て
、
た
す
け
一
条
の
道
を
歩
き
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
存
命
の
お
や
さ
ま
に
喜
ん
で
頂

け
る
よ
う
に
。

「
継
続
は
力
な
り
」

何
年
か
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
柔
道
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
篠
原
信
一
氏
が
我
が
教
会
に

寄
っ
て
頂
い
た
時
の
話
で
す
。
子
供
達
に
「
継
続

は
力
な
り
」
と
い
う
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
人
と
同
じ
練
習
量
で
は
な
く
、
そ

れ
以
上
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
練
習
量
の
差
が
力
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
の

だ
と
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
、
清
満
分
教
会
所
属
の
天
理
高
校
柔
道
部
の

子
供
が
四
人
い
ま
す
。
こ
の
十
年
間
に
教
会
所
属

の
柔
道
部
員
が
十
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
彼
ら
の
好
き
な
言
葉
は

「
努
力
無
敵
」
で
す
。
努
力
に
勝
る
も
の
は
無
い

と
言
う
。
天
理
高
校
の
日
本
一
の
練
習
の
積
み
重

ね
が
彼
ら
の
自
信
で
も
あ
り
、
勇
気
づ
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
教

会
よ
り
三
人
の
子
供
達
が
出
場
し
ま
す
。
北
の
大

地
で
輝
い
て
く
れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

私
も
彼
ら
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
以
前

の
活
動
よ
り
、
よ
り
一
層
勇
ん
で
年
祭
活
動
を
歩

む
決
心
で
お
り
ま
す
。
こ
の
た
す
け
の
旬
、
昨
年

よ
り
も
お
た
す
け
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
方
が
増
え

ま
し
た
。
肺
癌
の
お
た
す
け
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
Ａ
さ
ん
、
夫
婦
で
月
次
祭
参
拝
を
さ
れ
て
一
年
、

「
肺
癌
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

脳
幹
に
腫
瘍
の
あ
る
Ｂ
さ
ん
、
医
師
よ
り
余
命

半
年
と
宣
告
さ
れ
、
天
理
の
教
え
を
知
り
、
毎
月
、

月
次
祭
に
通
い
、
一
年
以
上
長
く
生
か
せ
て
頂
き
、

そ
の
間
生
か
せ
て
頂
い
て
い
る
喜
び
を
学
ん
で
下

さ
い
ま
し
た
。

膀
胱
に
腫
瘍
が
あ
る
Ｃ
君
、
医
師
よ
り
膀
胱
、

前
立
腺
の
摘
出
。
動
脈
、
静
脈
に
癒
着
し
て
い
る

な
ら
両
足
切
断
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

ご
本
部
へ
の
お
願
い
、
そ
し
て
、
懸
命
の
お
願
い

づ
と
め
に
よ
っ
て
何
一
つ
取
る
こ
と
な
く
無
事
に

手
術
を
終
え
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
、
嬉

し
く
、
も
っ
た
い
な
い
限
り
で
す
。

お
や
さ
ま
年
祭
に
向
け
て
一
人
で
も
多
く
の
方

に
た
す
か
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
誠
心
誠
意
込
め

て
、
た
す
け
一
条
の
道
を
歩
き
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
存
命
の
お
や
さ
ま
に
喜
ん
で
頂

け
る
よ
う
に
。

愛媛教区 三年千日スローガン愛媛教区 三年千日スローガン

愛媛っ子 いつも心に ひながたを愛媛っ子 いつも心に ひながたを

年祭活動目標

・全支部で、「みおしえ学習会」を毎年１回開催する。

・各支部で「にをいがけ日」を設定し、毎月順番に支部内全教会を拠点に、

にをいがけ活動を行う。

年祭活動目標

・全支部で、「みおしえ学習会」を毎年１回開催する。

・各支部で「にをいがけ日」を設定し、毎月順番に支部内全教会を拠点に、

にをいがけ活動を行う。
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９
月
添
乗
担
当
者

東

眞
一

０
９
０

２
７
８
２

１
９
９
９

高
速
バ
ス
専
用
携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

７
月
お
運
び
分

▽
建
築
模
様
替
願

周
桑
分
教
会
（
髙
知
）

８
月
お
運
び
分

▽
神
殿
屋
根
葺
替
願

東
伊
豫
分
教
会
（
川
之
江
）

▽
教
人
再
登
録
願

東
伯
方
分
教
会
（
愛
豫
）

【
法
人
関
係
諸
願
書
届
】

▽
宗
教
法
人
合
併
承
認
願

愛
周
分
教
会
（
髙
知
）

大
峰
台
分
教
会
（
伊
野
）

▽
吸
収
合
併
及
び
解
散
登
記
完
了
届

関
川
分
教
会
（
川
之
江
）

▽
代
表
役
員
変
更
登
記
完
了
届

二
名
分
教
会
（
芦
津
）

小
冨
士
分
教
会
（
伊
野
）

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
西

ア
キ
ヱ
さ
ん

享
年
99
才

東
豫
分
教
会
前
会
長
夫
人
（
川
之
江
）

出
直
日

立
教
186
年
6
月
13
日

三
宅

敏
子
さ
ん

享
年
94
才

八
綱
分
教
会
前
会
長
夫
人
（
川
之
江
）

出
直
日

立
教
186
年
6
月
23
日

石
田

カ
ツ
ミ
さ
ん

享
年
81
才

伊
豫
分
教
会
長
夫
人
（
髙
岡
）

出
直
日

立
教
186
年
7
月
12
日

８
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

１
件

１
０
、
０
０
０
円

新
居
浜
支
部
５
件

９
、
０
０
０
円

道
前
支
部

１
件

３
、
０
０
０
円

今
治
支
部

４
件

４
、
０
０
０
円

松
山
西
支
部
２
件

８
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
３
件

１
８
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
６
件

１
２
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
６
件

１
７
、
０
０
０
円

９
月
添
乗
担
当
者

東

眞
一

０
９
０

２
７
８
２

１
９
９
９

高
速
バ
ス
専
用
携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

７
月
お
運
び
分

▽
建
築
模
様
替
願

周
桑
分
教
会
（
髙
知
）

８
月
お
運
び
分

▽
神
殿
屋
根
葺
替
願

東
伊
豫
分
教
会
（
川
之
江
）

▽
教
人
再
登
録
願

東
伯
方
分
教
会
（
愛
豫
）

【
法
人
関
係
諸
願
書
届
】

▽
宗
教
法
人
合
併
承
認
願

愛
周
分
教
会
（
髙
知
）

大
峰
台
分
教
会
（
伊
野
）

▽
吸
収
合
併
及
び
解
散
登
記
完
了
届

関
川
分
教
会
（
川
之
江
）

▽
代
表
役
員
変
更
登
記
完
了
届

二
名
分
教
会
（
芦
津
）

小
冨
士
分
教
会
（
伊
野
）

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
西

ア
キ
ヱ
さ
ん

享
年
99
才

東
豫
分
教
会
前
会
長
夫
人
（
川
之
江
）

出
直
日

立
教
186
年
6
月
13
日

三
宅

敏
子
さ
ん

享
年
94
才

八
綱
分
教
会
前
会
長
夫
人
（
川
之
江
）

出
直
日

立
教
186
年
6
月
23
日

石
田

カ
ツ
ミ
さ
ん

享
年
81
才

伊
豫
分
教
会
長
夫
人
（
髙
岡
）

出
直
日

立
教
186
年
7
月
12
日

８
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

１
件

１
０
、
０
０
０
円

新
居
浜
支
部
５
件

９
、
０
０
０
円

道
前
支
部

１
件

３
、
０
０
０
円

今
治
支
部

４
件

４
、
０
０
０
円

松
山
西
支
部
２
件

８
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
３
件

１
８
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
６
件

１
２
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
６
件

１
７
、
０
０
０
円

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

９
月１

日

主
事
会
・
常
議
会

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

青
年
会

ハ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
日

女
子
青
年
例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

９
日

み
お
し
え
学
習
会

（
松
山
東
支
部
）

13
日

教
区
祭
（
西
宇
和
支
部
）

23
日

教
区
輸
送
会
議

23
～
24
日

ま
な
び
ば

10
月１

日

主
事
会
・
常
議
会

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
喜
多
支
部
）

23
日

教
区
輸
送
会
議

29
日

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

松
山
北
支
部
（
午
前
）

松
山
南
支
部
（
午
後
）

31
日

主
事
会
・
常
議
会

９
月１

日

主
事
会
・
常
議
会

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

青
年
会

ハ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
日

女
子
青
年
例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

９
日

み
お
し
え
学
習
会

（
松
山
東
支
部
）

13
日

教
区
祭
（
西
宇
和
支
部
）

23
日

教
区
輸
送
会
議

23
～
24
日

ま
な
び
ば

10
月１

日

主
事
会
・
常
議
会

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
喜
多
支
部
）

23
日

教
区
輸
送
会
議

29
日

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

松
山
北
支
部
（
午
前
）

松
山
南
支
部
（
午
後
）

31
日

主
事
会
・
常
議
会

諸

願

書

受

理

諸

願

書

受

理

訃

報

訃

報

教

区

の

予

定

教

区

の

予

定

第１回 ようぼく一斉活動日 １０月２９日（日）第１回 ようぼく一斉活動日 １０月２９日（日）

ようぼく一斉活動日は、
同じ地域に住むようぼくが集い、

思召に心を揃え、互いに勇ませ合って
ともに年祭活動の歩みを進める日です。

ようぼくは、毎回参加しましょう。

ようぼく一斉活動日は、
同じ地域に住むようぼくが集い、

思召に心を揃え、互いに勇ませ合って
ともに年祭活動の歩みを進める日です。

ようぼくは、毎回参加しましょう。

天

理

直

行

高

速

バ

ス

天

理

直

行

高

速

バ

ス


